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改革改善
の考え方

①問題
点

・市民のニーズが多様化しているが資料費が減少傾向の中で、より有効な選書が求められてくる。

②改革
提案

・収集方針に沿い、長期において活用される選書を目指す。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

市民ニーズの把握に努め、古い情報は新しい情報に買い替えるなどして図書の購入、整理、提供を行った。
特に郷土資料の収集に重点をおき、郷土資料購入冊数は昨年度の1.6倍増加した。

総事業費①+② 56,678 38,406 57,678 36,541

5,400 5,400

臨時職員所要時間

一般財源 37,237 38,276 38,214 36,541

人件費計（千円）② 19,310 19,310

正規職員所要時間

起債

その他 131 130 154

県支出金

事業費計（千円）① 37,368 38,406 38,368 36,541 (そ）寄附金130千円、（そ）諸収入24千円

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　選書・購入
 （１）常時全職員で購入に適した本の情報収集
 （２）毎週１回の選書会議で購入決定し発注
 （３）市民のリクエストは、市民の選書として極力優先する
 （４）購入本が入荷次第速やかに検収し、整理し、登録し、利用者に供す
る
 （５）雑誌・新聞等逐次刊行物を購入・受入れ・提供し、保存年限に準じて
保存管理する
２　開架資料の書庫上げや書庫資料の除籍選書と処理
３　除籍本は市民に無料で還元
４　地域研究関係団体、機関、研究者の研究成果等の収集

１　購入合計冊数
　
２　 除籍数（全館）

３　市民還元冊数

４　関係団体等に依頼通知発送

１　　 25,857冊

２　　 14,642冊

３　　  13,225冊

４　　　44通

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

飯田市立図書館資料収集方針に基づき、広く市民の暮らしと仕事と地域に資する資料を収集する。
特に、飯田下伊那地域関係資料の収集に努める。
また、資料の更新、除籍については、飯田市立図書館除籍方針に基づき行う。

成果
指標

購入冊数（中央・鼎・上郷・１６分館） 25000 25857 23000 23000

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

学習活動を行っている市民の割合

飯田市の人口（人）
(H26年度)

102446

意図（どういう状態
にするか）

市民の求めるあらゆる資料や情報を提供する。
目
的

対象（誰・何を） 市民

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 28 学習交流活動の推進
基本計画上
の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

H27担当課等名 中央図書館 H27係等名 情報サービス係 H26係等名 情報サービス係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 終了
事務事業名 図書購入・整理提供事業

会計 一般会計
50 5

事業種別 政策

2 施策№ 28 事業№


